
【警戒レベル２】

洪水注意報

【警戒レベル５相当情報】

大雨特別警報

第２非常配備

越水・溢水発生
鮫川水位観測所（水位6.02m）

第３非常配備

○災害対策本部設置

○（状況に応じ）地区災害対策本部の設置

○10分ごとに河川水位，雨量，降水短時間

予報を確認

○重要水防箇所等の非常監視警戒強化

○地域住民等と連携した水防活動の実施

○氾濫危険水位の到達覚知（ホットライン）

○協定に基づく応援要請（予防対策）

○自衛隊派遣の検討・準備（被害を想定）

○（状況に応じ）リエゾン要請

○避難状況の把握

○避難者への支援

○水防活動機関自主避難

○氾濫の発生及びその状況を覚知（ホットライン）

○氾濫発生情報を関係機関へ通報

○振興局に自衛隊の派遣を要請

○未避難者の救助活動

○被災状況の収集および報告

○関係部局による応急対応

〇渡島・檜山地方気象情報

○「早期注意情報（警報級の可能性)」を確認

○水防施設（樋門等）の点検・操作確認

○通信伝達手段および手順の確認

○関係部局等への注意喚起

○気象情報および避難情報に注意

○不要不急の外出を控える

○避難の準備（要配慮者）

高齢者等避難開始

避難完了

避難情報伝達手段

○緊急速報メール

docomo

au

SoftBank

○ANSINメール

(登録制)

○テレビ

○ラジオ

○ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

○BizFax

(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄFax)

○防災行政無線

○報道依頼

○広報車

○メールやインターネット等による避難情報

の確認

○避難の準備（要配慮者以外）

○住民の自主避難の実施

最終的な危険回避行動

○未避難者の緊急避難

○屋内安全確保（垂直避難）

水防警報（待機）水位到達
鮫川水位観測所（水位3.96m）

【警戒レベル１】

早期注意情報（警報級の可能性）

氾濫危険水位（レベル４水位）到達
鮫川水位観測所（水位5.17m）

避難判断水位（レベル３水位）到達
鮫川水位観測所（水位4.48m）

氾濫注意水位（レベル２水位）到達
鮫川水位観測所（水位4.35m）

振興局

地域政策課

水防警報及び水位周知

に関する発表を関係出張

所等・地域政策課・維持

管理防災課に通知

○流域雨量指数，洪水警報の危険度分布を随時確認

○（必要に応じ） 河川利用者へ注意喚起

水防警報

（準備）

振興局

地域政策課

○応急対策用資機材等の準備

○通信・輸送の確保

水防警報

（出動）

振興局

地域政策課

（災害対策地方連絡本部設置に伴い）

【第２非常配備】

水防警報

（指示）

【警戒レベル４

相当情報［洪水］】

氾濫危険情報

振興局

地域政策課

（災害対策地方本部設置に伴い）

【第３非常配備】

○氾濫危険水位の到達報告（ホットライン）

計画高水位到達
鮫川水位観測所（水位5.98m）

【警戒レベル５相当情報[洪水]】

氾濫発生情報
振興局

地域政策課

○破堤の恐れなど重大な事象を覚知（ホットライン）

○協定に基づく応援要請（応急対策）

○破堤の恐れなど重大な事象を覚知（ホットライン）

○氾濫の発生及びその状況を覚知（ホットライン）

○被災状況の把握

住民等

函館市 大雨による洪水を対象とした避難勧告発令着目型タイムライン（防災行動計画） 【松倉川水系鮫川】

【警戒レベル３相当情報】

洪水警報
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避難等に要

する時間

30分

【警戒レベル４】

避難勧告 発令
※降雨状況，河川巡視，今後の気象予測等を総合的に判断し発令

【警戒レベル４】

避難指示(緊急) 発令
※状況に応じて緊急的または重ねて避難を促す場合等に発令

【警戒レベル５】

災害発生情報
※市および各防災関係機関からの報告により決壊や越水・溢水の

発生を把握した場合に発表

【警戒レベル３】

避難準備・高齢者等避難開始発令
※降雨状況，河川巡視，今後の気象予測等を総合的に判断し発令

気象情報（予測情報） 水位情報（現地情報）

氾濫発生

函館建設管理部(事業課) 函館市
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○「早期注意情報（警報級の可能性」）を確認

○施設（樋門等）の点検・操作確認

○応急対策用資機材等の確認

○協力機関の体制確認

○工事実施中の請負業者への連絡

○流域雨量指数（６時間先までを予想）を確認

○洪水の危険度分布（３時間先までを予想）を確認

警戒

レベル

避難所開設

準備時間

120分

○テレビ，ラジオ，インターネット等による気象警報等の確認

○ハザードマップによる浸水エリアの確認

○家族との防災会議

・避難所，避難ルートの確認

・連絡方法の確認

○自宅の安全確認

○防災グッズの確認

○流域雨量指数（６時間先までを予想）を確認

○洪水の危険度分布（３時間先までを予想）を確認

○消防機関は職団員の招集を開始

○1時間ごとに河川水位，雨量，降水短時間予報を確認

○水防機関待機

○水防機関出動準備

○樋門操作注意喚起

○水防資機材等の整備、準備

○被災情報の提供

○住民組織等と連携し要配慮者

の避難を誘導

○避難状況の把握

○避難者への支援

○情報収集し、避難勧告対象地

域を特定

洪水警報の危険度分布が「非常に危険」

（うす紫）を表示（流域雨量指数の予測値

が洪水警報基準を大きく超過する）

避難解除

避難開始

洪水警報の危険度分布が「警戒」（赤）を

表示（３時間先までの流域雨量指数の予

測値が洪水警報基準に達する）

X-3h00m

Ｘ 時
(警報発表)

第１非常配備

○要配慮者施設、事業者に水位情報伝達

○深夜・早朝に避難が必要となることが想定さ

れる場合、避難準備情報の発令を判断

○情報収集し、避難準備情報対象地域を特定

○指定緊急避難場所開設準備

○必要に応じ、助言の要請

Ｙ 時
(注意報発表)

Ｙ-3h00m

○重要水防箇所等の非常監視警戒

○水防活動状況報告

○災害対策本部設置準備

○指定緊急避難場所開設を検討

○広報車順路の設定

洪水警報の危険度分布が「注意」（黄）を

表示（３時間先までの流域雨量指数の予

測値が洪水注意報基準に達する）

水防団待機水位到達
鮫川水位観測所（水位3.57m）

【第１非常配備】

※このタイムラインは、既往洪水による気象状況，函館市の地域防災計画等を参考に記載しており，実際の洪水では地域・事象等により異なることがあります。また，今後の洪水の状況を踏まえ，見直しを実施します。


